
日 時 ： 2019(令和元)年 7 月 26 日(⾦)
13:30〜 17:00【 13:00 受 付 開 始 】

会 場 ：【 学士会館 2 階 210 号室 】

【 感性をはぐくむ修学旅⾏ 】

●主催 公益財団法人 全国修学旅行研究協会

●後援 文部科学省

東京都教育委員会

全日本中学校長会

日本私立中学高等学校連合会

一般財団法人 都市農山漁村交流活性化機構

一般社団法人 日本旅行業協会

観光庁

全国連合小学校長会

全国高等学校長協会

観光経済新聞社

日本教育新聞社

教育家庭新聞社

（一部申請中）

●協賛 KNT-CT ホールディングス株式会社

昨年と同じ会場です

―― 大会主題 学びの集大成を図る修学旅⾏ ――

東京都千代田区神田錦町 3-28 TEL：03-3292-5936
・都営三田線／都営新宿線／東京メトロ半蔵門線

…「神保町」駅下⾞ A9 出口から徒歩 1 分
・東京メトロ東⻄線 …「⽵橋」駅下⾞３a 出口から徒歩 5 分
・JR 中央線／総武線 …「御茶ノ⽔」駅下⾞御茶ノ⽔橋口から徒歩 15 分

全国修学旅⾏研究大会第3６回

研究大会の開催にあたって
公益財団法人 全国修学旅⾏研究協会 理事⻑ 岩瀨 正司

当協会は修学旅⾏の「教育性の充実」「安全性の確保」「経済性の適正化」を求めて設⽴され、
爾来６０有余年を経ましたが、改めて初⼼に戻り、本年もその具現化に努めてまいります。

さて、昨年は⼩学校６年間、中学校・⾼等学校それぞれの３年間だけでなく、⻑期の⾒通しや
接続を意識した修学旅⾏の実際について、⼩中⼀貫学校の東京都港区⽴⽩⾦の丘学園にその実践
報告をいただきました。本年はさらに、中学校・⾼等学校の⼀貫教育に経験豊かな品川⼥⼦学院
の仙田直⼈校⻑先⽣（前東京都⽴三鷹中等教育学校校⻑）に、中⾼⼀貫教育学校の実践報告をお
願いいたしました。

また、幅広くこれからの修学旅⾏の在り⽅について、⽂化庁参事官で、前⽂部科学省初等中等
教育局の児童⽣徒課⻑であった、坪田知広⽒に講演をお願いいたしました。

ご多用とは思いますが、多くの⽅々のご参加を⼼よりお待ち申し上げます。

参 加 費 無 料



大会主題：学びの集大成を図る修学旅⾏

● 全 修 協 報 告 13:45〜 14:15
「 全 修 協 の 歩 み と 陳 情 活 動 」

公益財団法人 全国修学旅⾏研究協会 常務理事 守屋 勝利
● 事 例 発 表 14:15〜 15:25

「 中 ⾼ ⼀ 貫 ６ 年 間 を ⾒ 通 し た 修 学 旅 ⾏ 」 （ 仮 題 ）
品 川 ⼥ ⼦ 学 院 校 ⻑ 仙田 直人 氏

（前都⽴三鷹中等教育学校校⻑）
● 講 演 15:40〜 16:50

「 こ れ か ら の 修 学 旅 ⾏ の 在 り ⽅ 」
文 化 庁 参 事 官 （ 芸 術 文 化 担 当 ） 坪田 知広 氏

（前文部科学省初等中等教育局 児童⽣徒課⻑）

＜ ご 案 内 ＞
● 開場は 13 時 00 分からとなります。
● 会場（2 階 210 号室）の前に受付を設けております。
● どなたでもご参加頂けます。(例年、教育関係者をはじめ、⾏政、

自治体、旅⾏･観光関連等の皆様に多数ご参加頂いております。)

＜ お 問 い 合 わ せ ・ お 申 込 み ＞
公益財団法人 全国修学旅⾏研究協会
〒102-0074 東京都千代田区九段南 2-6-8 九段南ビル 6Ｆ

TEL：03-5275-6651 ／ FAX：03-5275-6653
E-mail：shuryo@h2.dion.ne.jp ／ URL(修学旅⾏ドットコム): http://shugakuryoko.com/

7 月 19 日（⾦）までに下記「参加申込書」にご記入の上、FAX にてお申し込みください。
E-mail や当協会 HP（修学旅⾏ドットコム）でも受け付けております。
なお、申し込み多数でお断りさせて頂く場合のみ、当事務局よりご連絡いたします。

■ 参 加 申 込 書 2019 年 月 日
お 名 前 （ ふ り が な ） 住 所 〒 -

勤 務 先 （ 団 体 ・ 学 校 名 ）

役 職 名 電 話 - -

E-mail

連 絡 事 項 等 あ り ま し た ら 、 お 書 き く だ さ い

2 名以上でご参加の場合はコピーしてください。

下記 QR コードからも
お申し込み頂けます

[ 講 師 紹 介 ] 坪 田 知 広 氏

1969年生まれ。福井県出身。文化庁参事官（芸術文化担当）。前文部科学省初等中

等教育局児童生徒課長。1992年文部省（現文部科学省）入省。私学部私学行政課

をスタートに、放送大学、生涯学習、国際交流、芸術文化など、幅広い分野を歩み、

1999年から2年間愛知県警察本部少年課長、2005年から3年間三重県教育委員会

次長(学校教育分野担当)。その後、文部科学省科学技術･学術政策局企画官、国土交

通省観光庁室長、文部科学省文部科学広報官、社会教育課長、競技スポーツ課長、

児童生徒課長を歴任し、2018年10月から現職。現在は芸術文化全般の振興に加え、

文化プログラムの中核事業として全国展開する「日本博」プロジェクトを担当。


